 2018年度（平成30年度）
　事　業　計　画　書(上書き用)
　（平成30年3月1日〜平成31年2月28日）

１．定時総会の開催（定款第17条）

　 　第5回定時総会を下記のとおり行う。

　　　日時　平成29年5月9日（火）13時より

　　　場所　アリアル五反田駅前ビル会議室（東京都品川区西五反田1-29-3）
参加予定者数120人。

２．会誌、研究報告および資料の刊行（定款第５条（１））

　① 学会誌 「ぶんせき」を下記のとおり発行する。

　　 2017年第3号〜2018年第2号　毎月1回，5日に発行（各号A4判，100ページ）
     発行部数6,300
　② 和文論文誌 「分析化学」を下記のとおり発行する。

　　 第66巻第3号〜第67巻第2号を毎月1回，5日に発行（各号A4判，70ページ）
　　 発行部数2,100
③ 英文論文誌「Analytical Sciences」を下記のとおり発行する。

　　 Vol.33, No.3〜Vol.34, No.2を毎月1回，10日に発行（各号A4判，136 ページ）

　　 発行部数640
　④ 英文論文誌「X-ray Structure Analysis Online」を下記のとおり発行する。

　 　Vol.33, No.3〜Vol.34, No.2を毎月1回発行（webのみによる無料公開）。

5 メールールマガジンを発行する。
6 「分析士試験問題の解説」（本会）等の書籍を出版する。

３．講演会、講習会および研究会の開催（定款第５条（2））

　　各支部ならびに懇談会が主催するものは別に記載する。

1 研究発表会

※第77回分析化学討論会を下記のとおり行う。

　　　日時：平成29年5月27日（土）・28日（日）

　　　場所：龍谷大学深草学舎（京都市）参加予定者数800人、演題数500件
　　分析化学討論会において産業界R&D紹介ポスターを行う予定。

※第66年会を下記のとおり行う。

　　　日時：平成29年9月9日（土）〜12日（火）

　　　場所：東京理科大学葛飾キャンパス（東京都葛飾区） 参加予定者数1,350人　
演題数 800件　　

　②　講習会　参加予定者数：合計300名

　　　予定テーマ

　　　　水中の微量金属成分分析講習会
　　　　金属分析技術セミナー

　　　　ダイオキシン類分析技術セミナー

　　　　セラミックス原料・鉱石類分析技術セミナー

　　　分析化学基礎セミナー（無機分析編）
　　　　分析化学の基本と安全セミナー

　　　　分析化学における不確かさ研修プログラムセミナー

　　　　　

４．調査，研究および建議（定款第５条（3））

　① JIS

日本規格協会より受諾した下記の制定案のフォロー及び公募予定の下記案件を改正する。
　　　　・分析化学用語（熱分析部門）  制定審議への参加

　　　　・化学分析方法通則（JIS K 0050） 改正案作成
2 技能試験
参加予定試験所数：合計280試験所

　　　ISO/IEC17043に基づく分析試験所技能試験を行う。

　　　予定テーマ

　　　　・ダイオキシン類成分分析　　　　　　　　　　　　　　　　70試験所

　　　　・プラスチック中有害金属成分の分析　　　　　　　　　　　70試験所

　　　　・トレーサビリティーと不確かさ理解のための分析技能試験　20試験所

　　　　・食品分析技能試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40試験所

　　　　・放射能分析技能試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　60試験所

　　　　・残留農薬分析技能試験　　　　　　　　　　　　　　　　　20試験所　　　　　

3 標準物質

　　 これまで開発してきた各種標準物質の社会への供給活動を継続して実施する。そのために在庫切れ品の補給と安定性試験を行う。

　　　　・在庫切れ品の補給：河川水標準物質

・安定性試験：プラスチック、ダイオキシン（土壌）、河川水　各標準物質

4 教育用DVD

　・現在頒布中の教育用ビデオを発展させたDVD教材の開発のために作業を行う。
５．研究の奨励および研究業績の表彰（定款第５条（4））

　　① 学会賞、学会功労賞、技術功績賞、奨励賞、有功賞、「分析化学」論文賞ならびに先端分析技術賞を下記のとおり表彰する。

　　　　学会賞（3名以内）、学会功労賞（5名以内）、技術功績賞（3名以内）、
奨励賞（5名以内）、有功賞（50名程度）、「分析化学」論文賞（1名）

　　　　先端分析技術賞（3名以内）

2 他機関による表彰および研究助成に対して会員を候補者として推薦する。

６.その他目的を達成するために必要な事業（定款第５条（5））
① 分析士認証試験を次のとおり行う。

　　液体クロマトグラフィー分析士認証試験　初段〜五段の各段位

　　LC/MS分析士認証試験　初段〜五段の各段位

　　イオンクロマトグラフィー分析士　初段，二段，三段

2 分析士会を開催して講演会等の活動を行う。
3 アジアの分析化学者との連携をはかるためにAsian Analytical Chemistry Networkのホームページを運用する。
4 本会の活動ならび学術・技術の重要性をホームページ、各種展示、分析化学討論会および年会におけるハイライト講演をまとめた冊子「展望とトピックス」の発行および記者会見などを通じて広報する。
5 若手交流会の活動を次のとおり行う。

　　　各支部の若手交流会企画に対して共催・支援を行う。
　　分析化学討論会及び年会において若手ポスター賞選考を行う。
７．各研究懇談会の事業計画
① 有機微量分析研究懇談会

委員会を2回、第84回有機微量分析研究懇談会シンポジウム（計測自動制御学会・力学量計測部会、大阪大学大学院工学研究科技術部と共催、日本分析化学会、日本化学会、日本薬学会協賛）を6月に大阪府吹田市（大阪大学吹田キャンパス銀杏会館）、講演会（第66年会会期中）、第11・12回ミクロ電子天びん技術研修会、および第6回ミクロ電子天びんセミナー（座学）、第1・2回不確かさセミナーを開催するほか、 会報第19号（2018年2月）を発行する。　
2 ガスクロマトグラフィー研究懇談会

　　例会を数回、特別講演会、講習会（実習付含む）を開催する。例会の中で基礎講座を開催する（受講証を発行）。地方での研究懇談会活動を行う。分析化学年会で特別講演会を開催する。本部運営となった日中韓シンポジウムの開催（日本）にLC、IC、FIA、環境分析各研究懇談会と協力する。JAIMAコンファレンスで講習会・講演会を実施する。ガスクロマトグラフィー誕生60周年事業としてアーカイブを作成する。研究会開催350回記念事業を行う。講習会用テキストを整備する。研究懇談会活動の過去ログ、講演会資料等をホームページで公開する。運営委員会を隔月で開催する。
3 高分子分析研究懇談会

例会を5回(うち1回は1泊2日の夏期合宿として開催)、高分子分析技術講習会を2回(前期：基礎編、後期：応用編)、第22回高分子分析討論会を開催する。
4 Ｘ線分析研究懇談会

　　 例会を数回（うち1回は年会時に開催）、第53回Ｘ線分析討論会（10月、徳島）を開催するほか，「Ｘ線分析の進歩」誌（48集）を出版する。運営委員会は2回開催する。
5 分析試薬研究懇談会
第66年会での講演会と幹事会および第15回ホスト・ゲスト・超分子化学シンポジウム（共催：立命館大学びわこ・くさつキャンパス，6月）での招待講演を開催する。
6 溶液界面研究懇談会

講演会、懇談会を各1回（第66年会会期中）開催するほか、メールによる情報交換を行う。また、年会において界面に関するセッションを継続して開催できるよう年会実行委員会への働きかけを行う。
⑦ 液体クロマトグラフィー研究懇談会
　運営委員会を11回、例会を12回（うち1回は年会時に開催）、液体クロマトグラフィー特別講演会・見学会を2回、第23回LC & LC/MSテクノプラザ、LC & LC/MS DAYs 2017を開催する。関東支部機器分析講習会第2コース「HPLCとLC/MSの基礎と実践」、JAIMAセミナーにおけるHPLC講習会などを支援する。「LC/MS, LC/MS/MS Q & A 100 龍の巻」の出版に向け、査読会を実施する。
⑧　化学センサー研究懇談会

懇談会講演会（９月、分析化学会年会期間中）を開催するほか、他の学協会と共同で化学センサー・バイオセンサー関連シンポジウムを開催する。またセンサーに関する案内や資料を随時配付する。
　⑨ 電気泳動分析研究懇談会

講演会を１回（分析化学会年会期間中）開催するほか、第37回キャピラリー電気泳動シンポジウム (SCE 2017)（11月、仙台）を開催する。電気泳動分析研究懇談会賞（寺部茂賞）の選考を行う。また、本懇談会ホームページ（HP）の整備を行い、シンポジウムの要旨集アーカイブのHP上での公開ほか、内容の充実を図る。
　⑩ イオンクロマトグラフィー研究懇談会

　　IC講習会、SS講演会（9月、JAIMA）、IC講演会（9月、第66年会、東京理科大学）, 日中韓分析化学シンポジウム（日本）にGC、HPLC、FIA、環境分析各研究懇談会と協力する。第8回APIA(10月、北京)に協力する。第34回IC討論会(12月、広島)を予定。運営委員会を2回開催予定。IC分析士認証試験 (初段)の実施を予定。
　⑪ フローインジェクション分析研究懇談会

　　第54回FIA講演会（12月、岡山理科大学）を開催する。褒賞委員会を第66年会（9月、東京理科大学）会期中に開催する。第77回分析化学討論会（5月、龍谷大学）および第54回FIA講演会会期中に「Journal of Flow Injection Analysis」（JFIA）誌編集委員会を開催するほか、第54回FIA講演会中にFIA委員会を開催する。JFIA誌を2回（6月，12月）発行する。21th International Conference on Flow Injection Analysis　(9月、ロシア)の共催を行う。 JAIMAセミナー（9月、幕張メッセ国際会議場予定）において「これであなたも専門家-流れ分析編」に共催する。日中韓分析化学シンポジウム（9月、東京）に対して、GC、HPLC、IC、環境分析研究懇談会と合同で開催に協力する。
　⑫ 環境分析研究懇談会

講演会を3回（6月、第66年会会期中、11月）、幹事会（第66年会会期中）を1回開催する。また適宜メーリングリストを用いた情報交換を行う。
　⑬ 表示・起源分析技術研究懇談会

　 講演会を3回（第67年会会期中および年度前半・後半）、運営委員会を2回開催する。
　⑭ レアメタル分析研究懇談会
　　講演会を2回（第66年会会期中および6月または12月）、運営委員会を１回（第66年会会期中）開催する。また必要に応じ他の研究懇談会とのジョイント講演会を開催する。なおメーリングリストを作成し、適宜情報交換を行う。
　⑮ 熱分析研究懇談会

　　講演会を2回（9月、第66年会会期中および12月）開催予定。またメーリングリストを活用し、情報交換を行う。分析化学用語(熱分析)JIS原案の完成。
　⑯ 溶液反応化学研究懇談会

委員長氏名と所属：山口敏男（福岡大学）、運営委員会委員数：27名（個人会員27名）。 講演会を１回と懇談会を１回（いずれも日本分析化学会第66年会中）開催する。溶液化学シンポジウム（11月、姫路）を共催する。メーリングリストを作成し適宜情報交換を行う。
 ⑰ 受託分析研究懇談会

　　総会とセミナー(11月)および見学会(6月)を各1回行う他、例会(技術情報交換会および運営委員会)を4回開催する。他の研究懇談会等とも交流を深めるとともに、会員間の情報交換を活発に行い、会員拡充を図る。
　⑱ 電気分析化学研究懇談会
5月の第77回討論会で懇談会が提案した討論主題「分野を超えて活きる電気分析化学」にてシンポジウムを開催する。その他に、講演会、運営委員会を各1回、第66年会会期中に開催するほか、メールによる情報交換を行う。第66年会の国際的取り組みに協力する。発足2年目を迎えて、運営委員会をさらに拡充、充実させる。
　⑲ 全国若手交流会

全国若手シンポジウム(5月)を分析化学討論会(龍谷大学、5月)に併せて開催する。他、各支部ならびに本部若手関連事業への人的ならびに金銭的補助を行い、全国若手研究者間の交流活性化を図る。
⑳ ナノ・マイクロ化学分析研究懇談会(平成29年度新設)
　     本研究懇談会は、微細加工デバイス・ペーパー分析デバイス・簡易分析法などナノ・マイクロ空間・物質を活用する化学分析、ナノ粒子・エアロゾルなどナノ・マイクロ空間の化学を解明する分析、またこれらに関連する基礎化学・分析応用に関する研究や交流を行い、この分野の振興を図ることを目的として当面次の事業を行う。研究懇談会(随時)、研究発表会、年会・討論会におけるシンポジウム、講習会などの開催、共同研究ほか。
８．各支部の事業計画
定款第５条の事業を次のとおり行う。

【北海道支部】

　１．夏季研究発表会（7月）、 冬季研究発表会（1月下旬）を開催する。

　２．化学教育研究協議会（11月上旬）を開催する。

　３．第33回分析化学緑陰セミナー（6月）、公開セミナー（9月）、第53回氷雪セミナー（1月上旬）を開催する。

　４．支部ニュース（7月，12月）を発行する　

【東北支部】

１．研究発表会：みちのく分析科学シンポジウム2017，平成29年度化学系学協会

東北大会を開催する。

　２．講演会：各地区講演会を開催する。

　３．セミナー：分離機能とセンシング機能の化学セミナー2017，第34回無機・分析化学コロキウム，平成29年度日本分析化学会東北支部若手交流会を開催する。
　

【関東支部】
　１．講習会：第58回機器分析講習会，分析化学基礎実習講座を開催する。
　２．講演会：新潟地区部会研究発表会，茨城地区分析技術交流会，新世紀賞・新世紀
新人賞講演会，千葉地区交流会，新年交流会のほか，随時開催する。
　３．セミナー：分析化学若手交流会のほか，随時開催する。
　４．支部ニュースの発行ほか常任幹事会で必要と認められた事項を行う。
　
【中部支部】

　１．研究発表会：第48回中部化学関係学協会支部連合秋季大会（11月，岐阜大学）を共催の予定。

　２．講演会：愛知・信州・石川での地区講演会、および研究者招聘講演会の開催を予定
　３．講習会：第27回基礎および最新の分析化学講習会を開催の予定。

　４．セミナー：第36回分析化学中部夏期セミナー（8月29日・8月30日，高山市），

　　　「分析中部・ゆめ21」若手交流会・第17回高山フォーラム（11月11日・12日、高山市図書館）を開催の予定。

【近畿支部】

　１．講演会：支部講演会（4月，7月，12月），近畿分析技術研究奨励賞受賞講演会（3月）を開催の予定。

　２．講習会：ぶんせき講習会・基礎編（1,2）（5月,6月），同・実践編（第64回機器による分析化学講習会）（7月），同・発展編（11月）を開催の予定。

　３．セミナー：提案公募型事業（随時），第11回平成夏季セミナー「ぶんせき秘帖」（8月、淡路島）を開催の予定。

　４．支部ニュースの発行（随時）

　

【中国四国支部】
　１．講演会：岡山・広島・周南・宇部・愛媛・徳島・鳥取・島根・高知地区講演会，外国人学者講演会を開催の予定。

　２．講習会：第54回分析化学講習会（8月，愛媛）を開催の予定。
　３．セミナー：第23回中国四国支部分析化学若手セミナー（7月または8月,山口）を開催の

予定。

　

【九州支部】

　１．研究発表会: 第54回化学関連支部合同九州大会（6月）を開催の予定。

　２．講演会： 第30回春の研究講演会（5月），第35回夏季セミナー（7月），支部講演会・見学会（11月）のほか，機器分析ワークショップや外国人講演会を随時開催の予定。

　３．講習会: 第58回分析化学講習会（8月）を開催の予定。

　４．その他: 地区懇話会，支部ニュースの発行などを行う予定。　　　　　　　　　　以上
